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〜第４２回〜 ボランティアあさひ趣味のひろば

　紹介したい趣味をお持ちの方は、総務企画課情報防災グループ（☎６６２−４８９９）までお知らせくださ
い。また、このコーナー以外でもあなたの趣味で創作、撮影した自慢したい作品を町ホームページ「あ
がらっしゃいギャラリー」のコーナーに展示することができます。応募方法など詳しくは町公式ホー
ムページ⇒「あがらっしゃいギャラリー」⇒「利用のきまり」をご覧ください。

URL:http://www.town.nakayama.yamagata.jp/kouryu.html
� ※こちらのＱＲコードからもご覧いただけます。➡

町に対するご意見をお寄せください！
ひまわりポスト　役場、中央公民館、保健福祉センターの窓口に設置してあるほか、
　　　　　　　　町ホームページからもメールで送信できます。
ひまわり直行便　平成２６年６月１５日号「広報なかやま」に折りこんだ料金後納ハガキに

記載のうえ、ポストに投函してください。　

スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

朝日少年自然の家宿泊研修会
キャンプファイヤー

「
町
民
炎
の
集

い
」（
６
ペ
ー
ジ

参
照
）
も
企
画
、

開
催
し
ま
し
た
。

　
代
表
の
佐
藤

徳
彦
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も

育
成
会
や
町
の

行
事
な
ど
を
と

お
し
て
、
子
ど

も
た
ち
や
地
域

　
今
回
は『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
さ
ひ
』

の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
会
育
成
会
で
知
り
合
っ
た

仲
間
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
会
員
の

親
睦
を
図
ろ
う
」
と
平
成
４
年
に
結

成
。
現
在
、
町
と
子
ど
も
を
愛
す
る

３４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
こ
れ
ま
で
、
町
子
ど
も
会

育
成
会
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
・
宿
泊
研
修
会
」の
サ
ポ
ー
ト
。

町
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
全
国
か
ぶ
と

虫
相
撲
大
会
」、「
元
祖
芋
煮
会
in
中

山
」、「
健
康
と
福
祉
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」、「
雪
中
カ
ル
タ
大
会
」
な
ど

に
参
加
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
町
内
の
清
掃
活
動
な
ど
を
年
３

回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。
１０
月
に
は

の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
一
緒
に
学
び
、

楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
結
成
か
ら
２３
年
、『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
さ
ひ
』

は
中
山
町
に
根
ざ

し
、
町
民
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

へ
と
成
長
し
て
き
ま

し
た
。

■�

町
と
子
ど
も
を
愛

す
る
方
、
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
お
問
い
合
わ
せ
は

代
表
の
佐
藤
徳
彦
さ

ん
（
☎
６
６
２

−

３

８
７
９
）
ま
で
。

２０１４
平
成
２６
年
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（表紙　中山町誕生６０周年記念『町民炎の集い』Ｐ６～７参照）

中山町誕生６０周年

今月の主な内容

■配布物
　人権なんでも相談所チラシ
　農業委員会広報「みのり」 26.11.15 28
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小
野
正
人
（
交
通
指
導
員
）、
安
達
節
洋
（
学
校
医
）、

菅
野
馨
（
学
校
医
）、
大
森
昇
吾
（
学
校
医
）、
安
藤

晴
夫
（
学
校
医
）、
大
森
裕
幸
（
学
校
医
）、
秋
葉
浩

之
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

鈴
木
義
雄
（
統
計
調
査
員
）

鎌
上
悟
司
（
統
計
調
査
員
）

中
山
町
誕
生
６０
周
年
記
念
表
彰
・

記
念
感
謝
状
受
賞
者

（
敬
称
略
、（　
）
内
は
受
賞
理
由
）

中
山
町
表
彰
規
則
表
彰

町民歌斉唱（指揮　鈴木義孝山形県合唱連盟理事長・北小路区長）

中山町誕生60周年記念式典
　１０月１９日、中央公民館で中山町誕生６０周年記念式典が開催されました。
　第１部の式典では町民歌斉唱に始まり、町長式辞、議長あいさつ、功労者表彰や６０周年
記念表彰が行われ、その後の第２部では町の３大民俗芸能が披露されました。
　参加した方は６０周年を祝うとともに、町のさらなる発展に向け、思いを新たにしました。

　（当日は同会場で「中山町健康と福祉のフェスティバル」も開催されました。）

（写真左より）故 宇津井弘治（町長及び助役、収入役、
妻の宇津井あい子さんが出席）、ボランティアあさ
ひ（子どもの健全育成と社会教育の振興）、横倉隆（福
祉向上に多大な寄附）、東京中山会（生涯学習振興に
多大な寄附）、小関敏明（町議会議員）、青柳一彦（選
挙管理委員会補充員）、髙橋好子（交通指導員）

（写真右より）
児玉光純（交通指導員）、工藤孝弘（区長）、井上孝義（統
計調査員）、伊賀良男（人権擁護委員）、齋藤惠子（学校薬剤師）、
佐藤俊晴（スポーツ推進委員）、今野友男（スポーツ推進委員）、
髙橋和夫（社会教育委員）

（写真左より）
中山昔語りの会（子どもの情操形成及び高齢者等
の福祉の向上）、ボランティアひまわりの会（地
域福祉の向上）中山ロータリークラブ（教育振
興に多大な寄附）、鈴木徹雄（町議会議員）

（写真左より）
鈴木幸榮（町議会議員）、
原富士雄（選挙管理委員
会補充員）

町の三大民俗芸能が一同に集結

達磨寺田植踊

土橋獅子踊

小塩御福田田植踊
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Ｓ４３　中山中学校の校舎落成Ｓ４８　中央公民館開館Ｓ５４　国道１１２号中山バイパス開通Ｓ５５　県野球場オープン

Ｈ５　ひまわり温泉ゆ・ら・らオープンＨ１３　保健福祉センター完成Ｈ１５　なかやま保育園開所Ｈ２３　消防事務を山形市へ委託Ｈ２４　町立図書館「ほんわ館」オープン

１
９
５
４　
昭
和
２９
年　
　

�

長
崎
町
・
豊
田
村
が
合
併
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
山
町
」
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
町
商
工
会
が
発
足

１
９
５
５　
昭
和
３０
年　
　
第
１
回
成
人
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
章
が
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
町
体
育
協
会
結
成

１
９
５
６　
昭
和
３１
年　
　
大
水
害
発
生
、
被
害
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
２
０
０
０
万
円
に
の
ぼ
る

１
９
５
７　
昭
和
３２
年　
　
豪
雨
に
よ
り
８
４
０
０
万
円
の
被
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
上
川
鉄
道
橋
よ
り
上
流
６
３
４
ｍ
が
築
堤

１
９
５
９　
昭
和
３４
年　
　
第
１
回
町
民
野
球
大
会
開
催

１
９
６
１　
昭
和
３６
年　
　
町
立
桜
保
育
園
開
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
営
斎
場
が
完
成

１
９
６
２　
昭
和
３７
年　
　
長
崎
小
学
校
創
立
８０
周
年
と
な
る

１
９
６
５　
昭
和
４０
年　
　
長�

崎
・
豊
田
両
中
学
校
を
一
つ
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
中
学
校
と
な
る

中
山
町
６０
年
の
歴
史

タイムスリ
ップなかやま

Vol.18

すもものしずくちゃん
案内人

すもものしずくちゃんの
詳細はフェイスブックで

　
町
誕
生
６０
周
年
を
記

念
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
い
っ
き
に
振
り

返
り
ま
す
で
す
も
も
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
中
豪
雨
・
強
風
に
よ
り
大
被
害

１
９
６
８　
昭
和
４３
年　
　

�

中
山
中
学
校
新
校
舎
に
移
り
、
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
工
事
に
着
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

１
９
６
９　
昭
和
４４
年　
　
町
営
住
宅
完
成

１
９
７
０　
昭
和
４５
年　
　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成

１
９
７
１　
昭
和
４６
年　
　
長
崎
大
橋
と
船
町
橋
が
開
通

１
９
７
３　
昭
和
４８
年　
　
中
央
公
民
館
開
館

１
９
７
４　
昭
和
４９
年　
　
豪
雪
に
よ
り
豊
田
小
学
校
体
育
館
が
倒
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
立
ひ
ば
り
保
育
園
開
所

１
９
７
８　
昭
和
５３
年　
　
町�

の
民
謡
「
最
上
船
頭
唄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
山
音
頭
」
が
レ
コ
ー
ド
化

１
９
７
９　
昭
和
５４
年　
　
国
道
１
１
２
号
中
山
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
小
学
校
の
改
築
完
成

１
９
８
０　
昭
和
５５
年　
　
町
立
ひ
ま
わ
り
保
育
園
開
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
県
野
球
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
が
開
館

１
９
８
１　
昭
和
５６
年　
　
豊
田
小
学
校
の
改
築
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
町
県
営
長
崎
ア
パ
ー
ト
完
成

１
９
８
２　
昭
和
５７
年　
　
第
１
回
な
か
や
ま
ア
ユ
ま
つ
り
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

１
９
８
３　
昭
和
５８
年　
　
Ｎ�

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
し
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ
ケ
が
岩
谷
で
行
わ
れ
る

１
９
８
４　
昭
和
５９
年　
　
岩�

谷
十
八
夜
観
音
庶
民
信
仰
資
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

１
９
８
６　
昭
和
６１
年　
　
石
子
沢
川
排
水
機
場
が
竣
工

１
９
８
７　
昭
和
６２
年　
　
ス
ー
パ
ー
農
道
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
の
倉
り
ん
ご
団
地
竣
工

１
９
８
８　
昭
和
６３
年　
　
県
道
長
岡
・
中
山
線
落
合
橋
開
通

１
９
９
０　
平
成
２
年　
　
公
共
下
水
道
事
業
が
本
格
的
に
着
工

１
９
９
１　
平
成
３
年　
　
中�

川
原
地
区
で
く
っ
削
し
て
い
た
温
泉
が
湧
出
、

温
泉
名
を
「
ひ
ま
わ
り
温
泉
」
と
決
定
し
、
仮

設
浴
場
が
オ
ー
プ
ン

１
９
９
２　
平
成
４
年　
　
べ
に
ば
な
国
体
「
高
校
野
球
競
技
会
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
上
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
完
成

１
９
９
３　
平
成
５
年　
　
ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ・ら・ら
オ
ー
プ
ン

１
９
９
４　
平
成
６
年　
　
室
内
温
水
プ
ー
ル
完
成

１
９
９
５　
平
成
７
年　
　
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
「
す
ぱ
ー
く
中
山
」
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
館
完
成

１
９
９
８　
平
成
１０
年　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
中
山
ひ
ま
わ
り
荘
完
成

１
９
９
９　
平
成
１１
年　
　
防
災
セ
ン
タ
ー
完
成

２
０
０
１　
平
成
１３
年　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
バ
ス
（
現
在
は
町
営
バ
ス
）
運
行
開
始

２
０
０
２　
平
成
１４
年　
　
ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
完
成

２
０
０
３　
平
成
１５
年　
　
な
か
や
ま
保
育
園
開
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
保
育
園
と
ひ
ば
り
保
育
園
が
閉
所
）

２
０
０
５　
平
成
１７
年　
　
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
中
山
町
支
援
本
部
設
立

２
０
０
７　
平
成
１９
年　
　
な
か
や
ま
西
部
工
業
団
地
分
譲
開
始

２
０
０
９　
平
成
２１
年　
　
情
報
・
物
産
館
「
○ま
る

っ
と
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
斎
場
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
完
成

２
０
１
０　
平
成
２２
年　
　
柏
倉
九
左
エ
門
家
で
映
画
「
小
川
の
辺
」
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
雪
機
械
格
納
庫
完
成

２
０
１
１　
平
成
２３
年　
　
東
日
本
大
震
災
で
中
山
町
震
度
５
強
を
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３�

市
２
町（
山
形
市
、上
山
市
、天
童
市
、山
辺
町
、中
山
町
）

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
が
い
者
通
所
施
設
「
な
か
や
ま
虹
の
丘
」
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第�

１
回
「
全
国
ひ
ま
わ
り
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
事
務
を
山
形
市
へ
委
託
開
始

２
０
１
２　
平
成
２４
年　
　
町
立
図
書
館
「
ほ
ん
わ
館
」
オ
ー
プ
ン

２
０
１
４　
平
成
２６
年　
　
宮
城
県
松
島
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

※�

町
の
歴
史
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://www.town.
nakayama.yamagata.
jp/nakayama_machi/
shoukai/histry.htm
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１０
月
４
日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
さ
ひ
」
が
企
画
し
た
『
中
山
町
誕

生
６０
周
年
記
念　
町
民
炎
の
集
い
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た（『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
さ
ひ
』の
詳
細
は
２８
ペ
ー
ジ
）。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
町
誕
生
６０
周
年
の
節
目
に
、

地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
か
ら
町
民
の
絆
を
深

め
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
お
う
と
、
町
内
の

個
人
・
団
体
・
企
業
等
か
ら
の
協
賛
金
や
町
の

「
や
っ
て
み
っ
べ
活
動
支
援
補
助
金
」
を
活
用
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
夕
暮
れ
時
に
な
る
と
会
場
と
な
っ
た
最
上
川
緑

地
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
に
は
人
々
が
続
々

と
集
結
。
先
着
５
０
０
名
へ
の
玉
こ
ん
に
ゃ
く
無

料
配
布
や
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

た
の
ち
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、「
中
山
」
火

文
字
、
６０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
が
夜
の
町
を

彩
り
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
町
誕
生
６０
周
年
を
祝

い
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

　今年は町誕生６０周年と毎年キャン
プファイヤーを行っている朝日少年
自然の家宿泊研修会が４０回目にあた
る年。それら記念すべき年に町内で
大きな炎を囲みながら、新たな思い
出づくりと交流の輪を広げたいとの
思いから行われたキャンプファイ
ヤー。みんなの願いが天まで届くよ
う、「燃えろよ燃えろ」を大きな声
で歌いました。

中
山
町
誕
生
６０
周
年
記
念

町
民
炎
の
集
い

　
町
誕
生
６０
周
年
記
念
に
ち
な
み
、

　
　
　
　
　
　
６０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
っ
て

「中山」火文字も浮かびあがりました

　オープニングイベントでは中山総合スポーツクラブのヒッ
プホップ、キッズダンス、ビートダンスの各教室の元気いっ
ぱいのダンスが会場を盛り上げました。

　この事業は『中山町「やっ
てみっべ」活動支援補助金』
を活用して実施しています。

やってみっべ
！
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自分たちで育てた里芋とネギで芋煮会

せせらぎ公園にクッキングスペース

さといも
！ネギ！

剣道スポ少『中山武道館』が全国大会出場！

当町出身　横山雄哉投手
 プロ野球ドラフト会議で阪神１位指名！

　
豊
田
小
学
校
で
は
毎
年
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
全
校
生
に
よ
る
「
と
よ
っ
子
芋

煮
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
そ
の
芋
煮
の
材
料
と
な
る

里
芋
や
ネ
ギ
を
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

育
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
里
芋
や
ネ
ギ
を
苦
労
し
て
育
て
、

収
穫
す
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
通

し
、
い
つ
も
何
気
な
く
食
べ
て
い
る

材
料
が
こ
う
し
て
で
き
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
で
育
て
た
も
の
だ
か

ら
味
は
格
別
！
」
と
、
こ
れ
ま
た
自

分
た
ち
で
作
っ
た
芋
煮
で
満
足
げ
な

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　剣道スポーツ少年団『中山武道館』が山形県少年少
女スポーツ交流大会剣道競技（１０月５日、寒河江市市
民体育館）の少年の部Ａブロックで優勝。
　さらに第５６回全国選抜少年剣道錬成大会予選会（１０
月１９日、村山市立葉山中学校）を突破。みごと３月末
に茨城県水戸市で行われる全国大会の切符を勝ち取り
ました。現在、団員たちは上位進出を目指しがんばっ
て練習中ですので、応援よろしくお願いします。

　１０月２３日のプロ野球ドラフト会議で、中山町あおば
出身の横山雄哉投手（２０）が、みごと阪神から１位指
名されました。
　横山さんは長崎小２年生の時に「中山ジュニア野球
スポーツ少年団」に入団。その後、中山中野球部に所
属しながら「中山ベースボールクラブ」で硬式野球の
基礎を学びました。そのことが、山形中央高校の主力
投手として春夏連続の甲子園出場を果たす原動力とな
りました（横山さんの甲子園出場についてはＨ２２．３．１５号、９．
１５号参照）。
　高校卒業後は茨城県社会人野球の名門「新日鉄住金
鹿島」に所属。３年間でさらなる成長を遂げました。

　今回の阪神１位
指名の快挙に、あ
おば在住のご家族
は「雄哉は中山町
の熱き指導者の
方々にめぐり合
い、気の合う仲間

　せせらぎ公園の芝生内に芋煮やバーベキューができるクッ
キングスペースが設置されました。
　いつでも使用できますので、ぜひご利用ください（前日の
場所とりなどはご遠慮ください。またごみは持ち帰りましょう）。

せせらぎ公園内に６カ所設置されました

社会人野球で活躍する横山投手
（茨城県「新日鉄住金鹿島」所属）

ひまわりグラウンド・ゴルフ場西側にあ
る芋煮広場もぜひご利用ください

に支えられてここまで成長できました。親元を離れてもうすぐ３
年、よくがんばったと思います。ただ、これからが本当のスタート。
体調管理をしっかりし、怪我をしないよう、また、ふるさとへの
思いを胸にがんばってほしいです。」とエールを送っていました。
　中山町からプロ野球選手が誕生するのは初めてのこと。横山投
手の今後の活躍を期待するとともに、皆さんの熱き声援をお願い
します。
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
１０
月
１０

日
・
１１
日
の
２
日
間
、「
第
４
回
全
国
ひ

ま
わ
り
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
３
６
５
名
が
参
加
。
県
外

か
ら
は
秋
田
、
宮
城
、
福
島
の
東
北
各
県

の
ほ
か
、
新
潟
県
、
茨
城
県
か
ら
の
参
加

者
も
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
森
谷
副
町
長
が
「
中
山
町

の
ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
は

全
国
に
誇
れ
る
中
山
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
。

中
山
町
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
振
興
の

町
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
同
士
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
健
康

の
輪
を
広
げ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者
を
激
励
。

　
競
技
が
始
ま
る
と
、
参
加
者
た
ち
は
７

～
８
人
１
組
の
４８
組
に
分
か
れ
、
各
８

ホ
ー
ル
の
計
６
コ
ー
ス
を
２
日
間
か
け
て

プ
レ
ー
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い

な
が
ら
親
交
を
深
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で

歓
声
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
上
位
入
賞
者
や
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
し
た
方
を
表
彰
。
ま
た
、
今
年

は
特
別
に
１０
月
１０
日
、
１１
日
生
ま
れ
の
方

や
町
誕
生
６０
周
年
記
念
に
ち
な
み
、６０
位
、

１
６
０
位
、
２
６
０
位
の
方
へ
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
の
参
加
者
か
ら
は
「
天
気
も

よ
く
、
広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
気
持

ち
い
い
。
プ
レ
ー
し
や
す
く
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。」「
ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ・ら・ら
で

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
っ
て
宿
泊
し
、
果

物
も
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。」
と
好
評

で
し
た
。

　
最
後
に
長
谷
川
昭
実
行
委
員
会
委
員
長

が
「
本
大
会
は
第
１
回
目
以
降
、
年
々
参

加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
来
年
は
さ
ら
に

参
加
者
が
増
え
る
よ
う
、
友
人
な
ど
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
続
け
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。」と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

全国ひまわり杯グラウンド・ゴルフ大会
第４回

（写真左より）
優勝　三浦庄五郎さん（中山町）、２位　武田みつ子さん（山形市）
３位　石沢健三郎さん（中山町）、４位　石川　慶治さん（中山町）
５位　佐藤　忠勝さん（山形市）、６位　伊藤勇治郎さん（秋田市）
７位　森谷　重吉さん（村山市）、８位　小山田正弘さん（天童市）
９位　髙橋　士朗さん（天童市）、１０位　長岡　正市さん（山形市）

【大会結果】２日間お疲れ様でした。来年も参加お待ちしています。

茨城県から参加した山下英明さんに
よる選手宣誓

　秋田市から参加し、みごと
６位入賞した伊藤勇治郎さん
とその奥様。
　「昨年、にかほ市で中山町
の方と知り合い今回参加しま
した。芝の状態もよく、すば
らしいコースで木や起伏と
いった変化あるコースが楽し
めました。フルーツもおいし
いし、仲間を連れてぜひ今後
も参加したいです。」
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中山町情報・物産館 

11 月の休館日：11 月 17 日(月) 

ご予約承ります 

地方発送 

 
 

朝８時～９時半 

ゆ・ら・らフロント前にて 

日曜ミニ朝市 

健
康
と
福
祉
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
１０
月
１９
日
、
中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
「
第
２６
回
健
康
と
福
祉
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル　
い
き
い
き
町
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
町
は
お
よ
そ
３
人
に

１
人
が
高
齢
者
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、
社
会
的
な
人
と
人
と
の
「
つ
な

が
り
」
が
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
に
加
え
、
町
民
の
保
健
と
医
療
、
福
祉
に

対
す
る
意
識
や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
町
民
の
健
康
を
ま
も

り
、
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
に
「
中
山
町
誕
生
６０
周
年
記
念　
未
来
へ
つ
な

ぐ　
ぬ
く
も
り
が
つ
た
わ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
体
育
館
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
体
操
講
師
に
よ
る
「
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
講
習
会
」、中
央
公
民
館
で
は
、健
康
相
談（
血
圧
測
定
・
血
管
年
齢
測
定
・

骨
健
康
度
測
定
）、
栄
養
相
談
、
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
健
康
相
談
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
よ
る
料
理
展
示
、
貧
血
予
防
食
試
食
会
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
出
張 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
の
式
典
で
は
社
会
福
祉
功
労
者
や
献
血
功
労
者
に
感
謝
状
が

ＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導者の多胡肇さんと
稲垣早織アシスタントを講師に招いて開催した「ラ
ジオ体操・みんなの体操講習会」

食生活改善推進協議会による料理展示

健康相談（血圧測定・血管年齢測定・
骨健康度測定）

（写真左から）社会福祉功労者の髙橋俐さん、大津悦子さん、
柴﨑弘美さん、伊賀健さん、献血功労者の髙橋孝広さん
その他、社会福祉功労者　原田紀子さん
　　　　献血功労者　五十嵐隆一さん、佐藤隆一さん

三浦豪太さんの記念講演（三浦さんはプロス
キーヤー・冒険家、登山家であり、世界最高齢で
エベレストに登頂した三浦雄一郎氏の二男）

中央公民館玄関口では生産物販売、施設入所者
の作品販売、お楽しみコーナー（わたあめ・ポッ
プコーン）、牛乳試飲コーナー、バルーンピエ
ロによる創作風船プレゼントが行われました。

平成２５年度の３歳児歯科健診結果において、歯や口腔に異常がなく健康であるお子さんが表彰されました。

青木優
ゆ な の
菜乃さん	 秋葉柑

か ん な
奈さん	 安達希

の ぞ み
美さん	 石川蒼

あ お い
生さん	 石川未

み ゆ
悠さん	 井上紫

し お ん
音さん

浦山結
ゆ う は
羽さん	 太田結

ゆ あ
愛さん	 大津瑛

え い と
都さん	 大谷ことはさん	 鴨田修

しゅうご
吾さん	 川瀬澪

み お ん
音さん

久連山景
ひろとし
理さん	 小関心

し お ん
温さん	 今野泰

たいせい
成さん	 齋藤綜

そ う し
志さん	 塔釉

ゆ の
乃さん	 坂脇芽

め い
依さん

佐竹柚
ゆ ず は
子葉さん	 佐藤乙

お と か
花さん	 佐東栞

か ん な
奈さん	 佐東大

だ い し
志さん	 佐東春

は る ひ
妃さん	 佐藤大

や ま と
和さん

佐藤凜
りん

さん	 志田桃
も も こ
子さん	 澁谷嶺

れ い な
奈さん	 鈴木航

こ う や
矢さん	 清野莉

り お ん
音さん	 髙橋煌

お う が
芽さん

	 	 	 髙橋明
め い か
花さん	 夛田優

ゆ う が
雅さん	 丹野桜

さ く ら
花さん

	 	 	 鳥取康
こうすけ
介さん	 中川桜

さ ゆ
優さん	 堀陽

よ う た
太さん

	 	 	 信田陽
ひ ま り
莉さん	 穗積羽

は く
空さん	 真木琴

こ と り
梨さん

	 	 	 松田莉
り お
緒さん	 松野日

ひ い ろ
采さん	 松本蓮

れんすけ
亮さん

	 	 	 結城大
や ま と
和さん	 渡邉琴

こ と の
望さん	 渡邉結

ゆう

さん
	 	 	 渡部凛

り お
和さん

社会福祉功労者、献血功労者に感謝状贈呈

３歳児よい歯の表彰

贈
呈
さ
れ
、
昨
年
度
３
歳
児
健
診
を
受

け
た
よ
い
歯
の
お
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
三
浦
豪
太

さ
ん
の
記
念
講
演
で
は
世
界
最
高
齢
で

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
果
た
し
た
父
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
や
、
父
が
普
段
や
っ

て
い
る
舌
出
し
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ス
ク

ワ
ッ
ト
を
参
加
者
と
一
緒
に
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
登
頂
こ
そ
が

人
類
の
希
望
、
夢
に
繋
が
る
こ
と
を
熱

く
語
り
、
約
２
５
０
人
の
来
場
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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■
石
川
県
輪
島
市〔
６
次
産
業
化
支
援
事
業
〕

　
（
厚
生
産
業
常
任
委
員
会
副
委
員
長

�

渡
辺
博
文
）

　
輪
島
市
は
豊
か
な
緑
と
海
に
囲
ま
れ

た
人
口
約
３
万
人
の
街
で
す
。
中
世
に

曹
洞
宗
の
本
山「
總
持
寺
」が
開
か
れ
、

北
前
船
の
世
紀
に
は
「
親
の
湊
」
と
呼

ば
れ
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
る

と
と
も
に
、
江
戸
中
期
以
降
は
漆
器
業

（
輪
島
塗
）
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、「
漆
の
里
」「
禅
の
里
」「
平

家
の
郷
」
の
３
つ
の
里
（
郷
）
構
想
を

前
面
に
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
人

口
は
昭
和
３５
年
の
国
勢
調
査
で
は
５
万

７
２
４
４
人
で
し
た
が
、
平
成
２６
年
９

月
現
在
に
お
い
て
は
２
万
９
５
７
４
人

と
、
実
に
４８
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

原
因
は
若
年
層
の
都
市
圏
へ
の
流
出
、

出
生
率
低
下
、
少
子
化
、
雇
用
機
会
提

供
不
十
分
な
ど
、
ど
こ
の
田
舎
町
で
も

共
通
の
理
由
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
テ
ー
マ
は
『
輪
島
市
６

次
産
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
』
で
す
。

■
石
川
県
津
幡
町〔
定
住
促
進
支
援
制
度
〕

　
（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長

�

鎌
上　
徹
）

　
津
幡
町
は
石
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
金
沢
市
か
ら
鉄
道
で
は
１０
分
、

車
な
ら
国
道
で
２０
分
、
北
陸
道
を
使
え

ば
１０
分
と
非
常
に
便
利
な
立
地
と
な
っ

て
お
り
、
人
口
３
万
６
０
０
０
人
と
中

山
町
の
約
３
倍
で
は
あ
る
が
、
当
町
も

同
じ
よ
う
に
主
要
都
市
へ
の
通
勤
な
ど

で
は
便
利
な
立
地
と
な
っ
て
お
り
、
比

較
し
や
す
い
町
と
い
え
ま
す
。

　
定
住
促
進
施
策
は
自
然
増
対
策
と
社

会
増
対
策
の
２
本
立
て
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　
自
然
増
対
策
と
し
て
は
、
結
婚
相
談

事
業
、
婚
活
支
援
事
業
補
助
金
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
結
婚
相
談
事
業
は
結
婚
推
進
員
に
よ

る
結
婚
相
談
や
仲
介
が
あ
り
、
推
進
員

町
議
会
行
政
視
察
研
修
報
告

　
９
月
１７
日
か
ら
１９
日
の
３
日
間
、
町
議
会
の
行
政
視
察
が
行
わ
れ
、
石
川
県
輪
島
市
と
津
幡
町
の
２
箇
所
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
視
察
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。初

め
に
輪
島
市
役
所
に
お
邪
魔
し
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
従
来
か
ら
の
農
林
水
産
業
・
地
場

産
業
を
そ
の
ま
ま
続
け
て
い
た
の
で
は
、

年
月
の
経
過
と
と
も
に
ジ
リ
貧
に
な
っ

て
し
ま
う
の
は
、
ど
こ
で
も
共
通
の
こ

と
で
す
が
、
輪
島
市
に
う
ら
や
ま
し
い

成
功
例
が
あ
り
ま
し
た
。
輪
島
市
役
所

か
ら
バ
ス
で
十
数
分
の
と
こ
ろ
に
『
白し
ろ

米よ
ね
千
枚
田
』
が
あ
り
ま
す
。
昔
田
舎
で

あ
ち
こ
ち
に
見
か
け
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
『
棚
田
』
で
す
。
現
在
も
少
数
残
っ

て
い
る
箇
所
も
存
在
し
ま
す
が
、
こ
こ

に
は
そ
の
数
１
０
０
４
枚
。
ま
さ
し
く

１
０
０
０
枚
田
で
す
。
近
隣
４
市
町
と

一
致
協
力
し
『
能
登
の
里
山
里
海
』
を

世
界
農
業
遺
産
認
定
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
そ
れ
を
機
に
千
枚
田
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
を
実
施
し
、『
白
米
千
枚
田
』
が

よ
く
見
え
る
位
置
に
駐
車
場
と
ス
ー
プ

カ
フ
ェ
や
売
店
カ
フ
ェ
等
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
終
わ
ら
ず
、

太
陽
光
発
電
充
電
式
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

は
県
に
登
録
し
て
い
る
「
縁
結
び
ｉ
ｓ

ｔ
」
が
対
象
と
な
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
に
も
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の
仲
人
さ
ん
を
推
進
員
と

し
て
登
録
し
、
組
織
化
し
て
結
婚
相
談

を
す
る
取
り
組
み
は
、
登
録
者
が
１５
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
町
内
に
在
住
、

ま
た
は
結
婚
後
、
津
幡
町
で
生
活
を
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
独
身
男
女
か

ら
の
登
録
や
申
し
込
み
相
談
を
受
け
、

成
婚
・
定
住
と
な
っ
た
場
合
は
成
功
報

酬
と
し
て
１
組
当
た
り
３
万
円
を
交
付

す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
５

月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
ま
だ
実
績
は
無
い

と
の
こ
と
で
す
。

　
婚
活
支
援
事
業
補
助
金
は
婚
活
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
団
体
に
対
し
て
最
大
１０
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
７
月
に
行
わ
れ
た
婚
活

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
男
性
３３
名
、

女
性
３０
名
が
参
加
し
、
１１
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
成
立
。
内
１
組
が
来
年
度
結
婚
予

定
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
中
山
町
で
も
２
つ
の
団
体
に
補
助
金

を
出
し
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
て

い
ま
す
。
津
幡
町
ほ
ど
の
カ
ッ
プ
ル
成

立
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
に

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
定
住
施
策
の
社
会
増
対
策
は
、
結
婚

祝
い
金
制
度
、
新
規
雇
用
促
進
奨
励
金

制
度
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
奨
励
金
制

度
、
農
村
定
住
奨
励
金
制
度
、
住
宅
取

得
奨
励
金
と
５
種
類
の
施
策
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

　
結
婚
祝
い
金
制
度
は
町
内
に
定
住
す

る
新
婚
夫
婦
に
対
す
る
祝
い
金
で
、
条

件
に
よ
り
最
大
１０
万
円
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
規
雇
用
促
進
奨
励
金
制
度
は
事
業

所
の
新
設
、
増
設
に
伴
い
、
町
民
を
新

規
雇
用
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、
新
規

雇
用
１
人
に
つ
き
２０
万
円
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
奨
励
金
制
度
は

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
よ
り
転
入
し
一

定
条
件
を
満
た
す
夫
婦
に
対
し
て
、
空

き
家
購
入
の
場
合
最
大
５０
万
、
空
き
家

賃
借
の
場
合
最
大
２４
万
円
の
交
付
。

　
農
村
定
住
奨
励
金
制
度
は
農
山
村
の

活
力
向
上
の
た
め
に
、
対
象
集
落
で
住

宅
を
所
得
し
た
夫
婦
、
親
子
世
帯
に
最

大
４０
万
円
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
取
得
奨
励
金
は
若
い
世
代
の
流

出
や
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

戸
建
て
住
宅
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築

し
た
場
合
に
借
入
金
の
額
に
応
じ
た
交

付
金
を
５
年
間
継
続
し
て
交
付
。
基
本

額
、
最
大
１
０
０
万
円
、
さ
ら
に
加
算

額
あ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
津
幡
町
の
予
算
額
は
中
山
町
の
約
３

倍
で
、
予
算
か
ら
み
れ
ば
同
等
の
こ
と

が
で
き
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
県

内
の
市
町
村
で
も
住
宅
取
得
の
補
助
金

等
を
出
し
て
い
る
所
も
出
て
い
る
中
、

中
山
町
も
何
か
し
ら
の
制
度
を
作
っ
て

い
か
な
い
と
隣
接
市
へ
の
人
口
流
出
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
定
住
奨
励
金
も
策
の
一
つ
で
は
あ
る

が
、
町
内
へ
の
雇
用
の
場
を
増
や
す
た

め
に
西
部
工
業
団
地
へ
の
工
場
の
誘
致

や
、
町
民
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
工
業
団
地
へ
の
誘
致
は
必
須
で
、

現
在
天
童
市
、
山
形
市
に
も
新
た
な
工

業
団
地
が
造
成
さ
れ
て
い
る
中
、
誘
致

活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
新
し
い
雇
用
の

場
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

『
ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
』
を
地
元
の
業
者
と

共
に
１
個
数
百
円
で
開
発
、
１
０
０
０

枚
の
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
に
３
万
個
設
置

し
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
、

「
太
陽
光
発
電
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
最
大
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
」
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認

定
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
現
在
、
売

店
や
カ
フ
ェ
が
あ
る
展
望
台
に
は
、
日

に
７
０
０
人
と
も
１
０
０
０
人
と
も
言

え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
輪

島
市
役
所
で
説
明
を
受
け
た
後
、
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
が
、
田
ん
ぼ
は
稲

刈
り
に
入
っ
た
ば
か
り
で
、観
光
客
が
、

わ
ん
さ
か
来
て
い
ま
し
た
。
売
店
で
は

こ
の
棚
田
で
収
穫
さ
れ
た
米
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
キ
ロ
当
た
り
千

円
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ほ
ぼ
全
量
に
近
い
も
の
が
予

約
販
売
で
販
売
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ち
が
視
察
し
た
の
は
午
前
１１

時
頃
で
、
ギ
ネ
ス
認
定
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の

は
大
変
残
念
で
あ
り
ま
し
た
が
、
言
っ

て
み
れ
ば
元
々
は
た
だ
の
田
ん
ぼ
。
そ

れ
を
あ
そ
こ
ま
で
観
光
地
に
作
り
上
げ

て
し
ま
っ
た
そ
の
パ
ワ
ー
に
は
驚
く
ば

か
り
で
す
。

　
６
次
産
業
化
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

事
業
化
に
取
り
組
む
関
係
者
の
意
欲
が

重
要
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
当
町
に
お
い
て
も
参
考
に

で
き
る
点
で
あ
り
、
６
次
産
業
化
に
向

け
た
仕
掛
け
づ
く
り
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
『
白
米
千
枚
田
』
夜
間
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
様
子
が
輪
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.w
ajim

a.ishikaw
a.jp

）
に
載
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

輪島市

千牧田（輪島市）

津幡町
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フレ
ッシ
ュ通信

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
接
客
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
工

夫
・
行
動
次
第
で
、
相
手
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
た
り
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
ら
で
す
。

　
高
校
生
に
な
っ
て
進
路
に
つ
い
て
考
え
た

際
、
接
客
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で
も
、
ホ

テ
ル
ス
タ
ッ
フ
は
色
々
な
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
活
躍
の
場
が
広
が

る
の
で
は
と
思
い
、
専
門
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。

専
門
学
校
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

勉
強
し
て
い
る
の
で
す
か

　
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
で
き
る

よ
う
、
ホ
テ
ル
の
仕
事
の
す
べ
て
を
総
合
的

に
学
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
接
客
の
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
必

要
な
基
本
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
り
、

耳
の
不
自
由
な
お
客
様
や
海
外
か
ら
の
お
客

様
に
も
不
便
な
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
手
話
や
外
国
語
も
勉
強
し
た
り
し
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
の
途
中
で
す
が
、
手
話

も
外
国
語
も
、
簡
単
な
会
話
で
あ
れ
ば
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
専
門
学
校
な
ら
で
は
の

ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
は
あ
り
ま
す
か

　
ソ
ム
リ
エ
、
利
き
酒
師
に
な
る
た
め
の
授

業
や
調
理
実
習
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様

に
お
出
し
す
る
も
の
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
説

明
で
き
る
よ
う
、
お
料
理
や
お
酒
に
つ
い
て

勉
強
す
る
た
め
で
す
。

　
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
授
業
で
は
お
酒
の
歴
史

を
学
び
、
実
際
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
を

作
り
ま
す
。
調
理
実
習
で
は
試
食
も
で
き
る

の
で
、
覚
え
る
こ
と
は
多
い
の
で
す
が
、
楽

し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

毎
日
忙
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
気
分
転
換
の
方
法
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い

　
夏
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

に
出
か
け
ま
す
。

　
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
は
、
今
年
、
沖
縄
で
海
ガ

メ
と
一
緒
に
泳
い
だ
事
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
今
度
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
季
節
が
く

る
の
で
、
雪
が
降
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ど
ん
な
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
に

な
り
た
い
で
す
か

　
思
い
や
り
や
気
配
り
を
大
切
に
し
、
お
客

様
が
望
ん
で
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
望
ま
れ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
提
供
で
き
る
、
気
の
利
く
ス

タ
ッ
フ
に
な
り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
忙
し
く
て
も
常
に
笑
顔
を
大
切
に

し
、
お
客
様
に
も
同
僚
に
も
頼
ら
れ
る
よ
う

な
ス
タ
ッ
フ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
工
藤
英
里
佳
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
英
里
佳
さ
ん
は
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
目

指
し
、
専
門
学
校
に
通
う
学
生
で
す
。

■住まい　梅ヶ枝町
■趣　味　
　　ドライブ、茶道のほか、夏はダイビング、
冬はスノーボードを楽しんでいます。
■好きな食べ物
　　オムライス、いちご
■好きな男性のタイプ
　　背が高くて頼りになる人
■中山町の魅力は？
　　平和で安心して生活できるところ。
■中山町に足りないものは？
　　特に何か足りないと感じたことはありませ
ん。ショッピングモールなどができたら便利
にはなるけれど、平和でのんびりした生活が
できなくなってしまう気がします。

工藤英
え

里
り

佳
か
さん

（２０歳）

Vol.13
　
集
落
の
起
源
を
み
る
と
山
麓
か

ら
の
湧
水
、
沢
か
ら
の
引
き
水
、

大
き
な
川
の
流
域
な
ど
身
近
に
水

が
確
保
で
き
る
場
所
に
人
が
住
み

着
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
や

が
て
、
集
落
が
大
き
く
な
る
と
堰

を
引
い
て
水
を
通
し
た
り
、
住
居

の
近
く
を
流
し
た
り
、
水
が
貯た

く
わえ

ら
れ
る
「
つ
か
い
川
」
を
設
け
て

洗
い
場
や
汲
み
水
の
用
に
当
て
ら

れ
、
こ
の
堰
に
沿
っ
て
民
家
が
増

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
土
橋
の
集
落
は
、
北

と
南
の
水
路
沿
い
に
民
家
を
持
ち
、

更
に
中
央
に
も
水
路
を
加
え
、
こ

の
環
状
水
路
に
沿
っ
た
通
路
沿
い

に
住
居
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
長
崎
、
達
磨
寺
、
向
新

田
、
文
新
田
、
落
合
、
三
軒
屋
な

ど
の
平
坦
地
で
は
、
し
ば
し
ば
洪

水
に
見
舞
わ
れ
、
一
種
の
最
上
川

遊
水
池
の
役
割
を
果
た
し
た
た
め
、

一
度
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る
と
用
水

路
も
井
戸
も
泥
水
に
埋
も
れ
、
退

水
と
と
も
に
堰
形
の
泥
さ
ら
い
、

井
戸
の
汲
出
し
、
井
戸
洗
い
を
し

な
け
れ
ば
飲
用
水
に
も
事
欠
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
野
部
の
村
々
で
は
、
こ
の
生

活
用
水
の
確
保
こ
そ
冷
害
、
旱か

ん
害が
い

に
ま
さ
る
大
事
で
し
た
。

　
こ
れ
に
比
べ
て
、
西
部
の
丘
陵

地
で
は
、
山
間
部
に
設
け
ら
れ
た

灌か
ん

漑が
い

用
水
の
溜
池
の
水
が
、
水
田

に
至
る
途
中
で
集
落
に
引
水
さ
れ
、

終
末
か
ら
水
田
に
水
を
落
と
す
こ

と
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
集
落
が
拡
大
す

る
毎
に
用
水
堰
が
設
け
ら
れ
て
、

屋
敷
内
に
は
「
用
水
溜
め
・
つ
か

い
川
」
が
各
戸
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
溜た

ま
り
水
は
、
早
朝
は
飲
料

水
、
日
常
は
洗
い
物
、
季
節
的
に

は
種た

ね
籾も
み
の
浸し
ん
漬せ
き
、
青あ
お
苧そ

の
皮か
わ
剥は

ぎ

な
ど
多
様
な
用
途
に
使
わ
れ
ま
し

た
。

第９２話　中山の生活用水

※�

参
考　
中
山
町
史　
中
巻　

　

�

第
９
章
第
２
節　
冷
害
・
旱
害

の
記
録
と
対
策

図　岡柏倉惣右衛門家のつかい川

伊賀良男人権擁護委員に
法務大臣表彰

奥山幹夫さんに
交通栄誉章緑十字銅賞

　伊賀良男さん（元町）が平成１１年か
ら１５年間にわたり町の人権擁護委員と
して尽力された功績が認められ、法務
大臣表彰を受賞されました。

　中山町交通安全対策協議会長崎支部
の奥山幹夫さん（達磨寺）に全日本交
通安全協会より交通栄誉章緑十字銅賞
が贈られました。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆�

東
京
中
山
会
（
石
澤
良
弘
会
長
）
よ

り
町
政
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
現
金

５
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆�

今
年
の
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
に

よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
で
購
入
し
た

福
祉
用
品
が
、
中
山
ひ
ま
わ
り
荘
へ

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

山
形
農
業
協
同
組
合
よ
り
道
路
の
安

全
確
保
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
４
基
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
昭

和
４８
年
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て

寄贈されたスウィング車椅子、
シルバーカー、サイドテーブル

お
り
、
こ
れ

ま
で
町
へ
の

カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
寄
附
の

累
計
は
１
９

６
基
に
も
な

り
ま
し
た
。
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皆さんの身近な情報や写真を
お寄せください

総務企画課情報防災グループまで
電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

まちの人口（１０月末現在）
人　口　11,879人（前月比±０人）

　　　　　　（男5,809人、女6,070人）

世帯数　3,615世帯（前月比−４世帯）

　　　人の動き　出生１１人　転入１８人

　　　（１０月届出分）　死亡１５人　転出１４人

戸籍の窓口 １０　月
届出分

　１０月２６日、中央公民館大ホールの新しく改修された
音響・照明設備の“こけら落とし”として、中央公民
館まつりが開催されました。

TOPICSひまわり広場

秋田県八峰町で芋煮好評シルバーレクリエーション大会

新しくなった音響・照明設備で　中央公民館まつり

小中学校合同音楽会

老人クラブ連合会が
　　　草刈りボランティア 稲刈り初体験

豊田小学校５年生による小塩田植踊

長崎小

豊田小

鈴木瞳さん（北小路・写真右）・恵さん（東京
在住）姉妹『ポンスール』による歌のメドレー

　１０月１１日、１２日に秋田県八峰町で開催された
『第８回はっぽう“んめもの”まつり』に中山町
観光協会が参加し、中山町が芋煮会発祥の地であ
ることをＰＲしたほか、山形の牛肉、しょう油味
の芋煮を２日間にわたり販売しました。
　２日間とも芋煮を求める多くの人が訪れ、早々
に完売するほどの好評ぶりでした。

　１０月２９日、中央公民館で「中山町立小中学校合同
音楽会」が開催され、町内小中学校の児童・生徒の
金管バンド・吹奏楽の演奏や合唱が披露されました。
　この日のために一生懸命練習を積んできたすばら
しい演奏や合唱は、会場につめかけた大勢の人に感
動をあたえ、盛大な拍手がわき起こっていました。
音楽会の最後には「中山町オリオンコール」の皆さ
んと会場の全員が一緒に「もみじ」を合唱し、音楽
会を締めくくりました。

　１０月４日、町老人クラブ連合会の皆さんが保健福
祉センター周辺の花壇や歩道などの草刈りをしてく
れました。早朝からがんばって草刈りをしていただ
いたおかげでとてもきれいになりました。ありがと
うございました。

　長崎・豊田小学校
５年生が春に田植え
をして育ててきた稲
が実り、稲刈りが行
われました。
　初めて稲刈りをし

　１０月２８日、社会福祉協議会が主催するシルバー
レクリエーション大会が中央公民館で開催されま
した。今年から「脱衣かごサッカー」「風船モノ
レール」「フルイ落としゲーム」「まり入れ」「ター
ゲットボッチャ」といった新競技で、参加者１５０
名が地区別対抗で競い合いました。にぎやかな応
援合戦も大会を盛り上げ、参加者同士の親睦を深
めながら楽しいひとときを過ごしました。

　午後６時の
開演時には会
場にあふれる
ほどの人が入
り、中央公民
館で活動して
いる個人や団体などが歌、踊り、ダンス、楽器や太鼓の演奏と
いったバラエティあふれるステージを披露。新しくなったきれい
な音響と照明がステージと会場を大いに盛り上げていました。

たという児童が多く、先生から鎌のギザギザのほう
を思いっきり引きながら稲を刈ることを教わりなが
ら、あっという間にすべての稲を刈り取っていまし
た。また、刈った稲は３束ごとに結わえて、稲杭に
交互にかけていきました。稲刈りを終えた児童たち
は「育てるのは大変だったけど楽しかった」「お米
を食べるまでに、こんなに手間がかかっていると思
わなかった」「これからは残さずに、農家の人に感
謝して食べたい」などと話していました。
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雑紙をきちんと分別しましょう
◆紙類を分別することで、ごみの減量や処分費の軽減
につながり、環境への負担等も少なくすることがで
きます。
◆雑紙は、そのまま燃やせるごみに捨てずに、雑紙袋に
入れて出すようにしてください。
◆雑紙の一例は次のようなものです。
　空き箱（菓子箱など）、はがき、
　プリント、カレンダー、紙袋　など
◆雑紙袋が必要な方は、役場１階４
　番窓口までお越しください。　
※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ
　☎６６２ - ２１１３

集めた雑紙は紙袋に
入れて紐でしばって
ください。

集めた雑紙は紙袋に
入れて紐でしばって
ください。

軽自動車税の税率改正について軽自動車税の税率改正について軽自動車税の税率改正について

◆原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪の軽自動車・二輪の小型自動車等の税率

◆三輪以上の軽自動車の税率

車　種

税　率（年税率）

初度検査年月が
平成27年3月31日
までの車両

貨物用

乗　用

営業用
自家用

旧税率

軽四輪以上
（総排気量が660cc以下）

3,000円
4,000円
5,500円
7,200円
3,100円 4,600円

4,500円
6,000円
8,200円

12,900円
軽三輪

（総排気量が50cc超660cc以下）

営業用
自家用

新税率 重課税率

初度検査年月が
平成27年４月１日
以降の車両
（平成27年度から）

初度検査年月から
13年経過した車両
（平成28年度から）

3,800円
5,000円
6,900円

10,800円
3,900円

※「初めて車両番号の指定を受けた月」とは、車検証の「初度検査年月」のことです。
　お手持ちの車検証でご確認ください。
※平成15年10月14日以前は、車検証の「初度検査年月」の記載が「年」のみの表記であるため、
　平成28年度に重課税率の対象となるのは、車検証に「平成14年」以前の年の表記のある車両と
　なります。　

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２‐２１１２

平成27年度から軽自動車税が変わります

　三輪以上の軽自動車の税率は、平成27年４月１日以降に新規登録（初めて車両番号の指定
を受ける事）する車両から、下記のように新税率が適用されます。平成27年３月31日までに
新規登録された車両については、平成27年度以降も旧税率となります。
　また、初めて車両番号の指定を受けた月（車検証の初度検査年月）から起算して13年を経
過した車両（電気、天然ガス、メタノール等の軽自動車並びに被けん引自動車を除く）につ
いては、平成28年度から下記のように引き上げられます。

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に対して課税されますが、平成26年税制改正
により平成27年度から次のように変わります。

　平成27年４月１日時点に登録されている車両全ての税率は、平成27年度から下記のように
引き上げられます。

車　種 税　率（年税率）

原動機付自転車

小型特殊自動車

軽二輪
二輪小型自動車
雪上車
被けん引車

平成26年度まで
総排気量 定格出力

50cc以下
50cc超 90cc以下
90cc超 125cc以下
20cc超 50cc以下

   （ミニカー）

0.6kw以下
0.6kw超 0.8kw以下
0.8kw超 1kw以下
0.25kw超 0.6kw以下

   （ミニカー）
農耕作業用（乗用トラクター、コンバイン等）
その他（フォークリフト等）
125cc超 250cc以下
250cc超

平成27年度から

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
2,400円
4,000円
2,400円
2,400円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,400円
5,900円
3,600円
6,000円
3,600円
3,600円

旧税率 新税率

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1221

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●国民健康保険税　　　　５期
●介護保険料　　　　　　５期
●後期高齢者医療保険料　５期

●公共下水道受益者負担金　２期

納期限　12月１日（月）
今 月 の 納 税 等

※お問い合わせ先
住民税務課税務Ｇ ☎662 ‐ 2112

※お問い合わせ先
建設課下水道管財Ｇ ☎662 ‐ 2115

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

児
童
扶
養
手
当
法
の　
　

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

※
受
給
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
を
受
給
す
る
方
は

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
、
年
金
受
給
額
が

児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
、
そ
の
差

額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に

手
当
が
受
け
ら
れ
る
場
合
、
受
給
す
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
（
所
得
制
限
に
よ
り
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

●
対
象

　
▼
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、

お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み

を
受
給
し
て
い
る
場
合　
▼
父
子
家
庭
で
、

お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み

特
定
保
健
指
導
を　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
特
定
健
診
受

診
の
結
果
、
該
当
し
た
方
に
「
特
定
保
健
指

導
」
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　
案
内
さ
れ
た
日
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

に
は
、
電
話
で
次
回
開
催
の
案
内
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　
次
の
日
程
で
町
内
に
献
血
バ
ス
が
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
期
日　
11
月
27
日
（
木
）

●
時
間　
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

を
受
給
し
て
い
る
場
合　
▼
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
祖
父
母
等
が
、
低
額
の
老

齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合　
な
ど

●
申
請
期
間　
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給

が
原
則
で
す
が
、
平
成
26
年
12
月
１
日
で

支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
平
成
26
年
12
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　
印
か
ん
、
請
求
者

名
義
の
預
金
通
帳
、
戸
籍
謄
本
、
そ
の
他

支
給
要
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物　
本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
が
証

明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
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国民健康保険の加入 ・    脱退手続きをお忘れなく！国民健康保険の加入 ・    脱退手続きをお忘れなく！

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ  　☎６６２‐２１１３

救急電話相談のご案内
　救急の場合を除き、平日の診療時間内に受診しましょう。
　夜間に受診するか迷った時は「救急電話相談」（午後７時～10時）をご利用ください。

【小児救急電話相談】（15歳未満対象）
　県内プッシュ回線・携帯電話から
　　⇒♯８０００
　ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳから
　　⇒０２３‐６３３‐０２９９

【大人の救急電話相談】（15歳以上対象）
　県内プッシュ回線・携帯電話から
　　⇒♯８５００
　ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳから
　　⇒０２３‐６３３‐０７９９

住宅防火　いのちを守る ７つ のポイント住宅防火　いのちを守る ７つ のポイント
【３つの習慣】
　◆寝たばこは絶対にしない。
　◆ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　◆ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
【４つの対策】
　◆逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。
　◆寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため、防炎品を使用する。
　◆火災を小さいうちに消すため、住宅用火災警報器等を設置する。
　◆お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制をつくる。

【注意】夕方・夜間の交通事故が増えています！【注意】夕方・夜間の交通事故が増えています！
【歩行者の皆さんへ】
　夕方・夜間の外出の際は、明るい色の服と夜光反射材を身につけて、運転者側に自分の存在を
　アピールしましょう。

【ドライバーの皆さんへ】
　しっかりと前を見て、運転に集中しましょう。
　早めにライトを点灯し、ハイビームを積極的に活用しましょう。

●国民健康保険に加入するとき　
　退職等によって社会保険等の医療保険を脱退したときは、無保険状態とならないよう、町（住所
地）の国民健康保険に加入する必要があります（任意継続社会保険に加入した場合や、切れ目なく
ご家族の社会保険の被扶養者になった場合を除く）。
　国民健康保険の加入届出は、社会保険等を脱退した日から14日以内にお願いします。
　＜届出に必要なもの＞
　・社会保険資格喪失連絡票（退職した事業所で発行）・世帯主の印かん
　・厚生年金等証書（厚生年金等受給資格がある60～64歳の方のみ）

●国民健康保険から脱退するとき
　町の国民健康保険に加入していた方が、就労や被扶養者認定で社会保険等に加入した場合、国民
健康保険の脱退手続きが必要となります（お勤め先等がこの手続きを行うことはありません）。
　社会保険等の新しい保険証がお手元に届いたら、14日以内に国民健康保険の脱退手続きをお願い
します。
　＜届出に必要なもの＞
　・社会保険等の保険証　・国保の保険証　・世帯主の印かん
　※国保加入者が75歳になったことにより後期高齢者医療に加入した場合は、国保脱退の届出は必
　　要ありません。

おりがみの折り方、教えます♪
●日　時　12月７日（毎月第１日曜日開催）
　　　　　午前10時～午後２時
●場　所　ほんわ館
●内　容　本を見てもうまく折り紙が折れない
　　　　　という方に、折り方の指導をします。
　　　　　今回は、かわいいクリスマスツリー
　　　　　とリース作りに挑戦します。
●参加費　無料　※お問い合わせ先
　おりがみおたすけ隊　渡辺
　☎０９０‐７０７８‐１４８２

ひまわりグラウンドゴルフ場
予約状況【11月15日～30日（10/29現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが大会などで独
　占して使用されますので一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は、使用日の１か月前で終了
　します。
　　※ご予約・お問い合わせ先
　　 　総合体育館　☎６６２‐２３００

期　日 使用コース 時　間　帯
８：30～16：3011/16（日） Ｂコース

【注意】
グラウンドゴルフ場Ａコースは、護岸工事の
ため利用できませんのでご注意ください。

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

中
山
町
臨
時
職
員（
一
般
事
務
）

を
募
集
し
ま
す

※
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
下
水
道
管
財
Ｇ

　
　
　
　
　
　
（
中
山
町
大
字
長
崎
１
２
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
６
６
２
‐
２
１
１
５

　
中
山
町
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

●
勤
務
場
所　
中
山
町
役
場
建
設
課
下
水
道

管
財
グ
ル
ー
プ

●
雇
用
期
間　
平
成
27
年
１
月
１
日
～
３
月

31
日　
※
実
際
の
勤
務
は
１
月
５
日（
月
）

～
３
月
31
日
（
火
）

●
募
集
人
員　
１
名

●
業
務
内
容　
一
般
事
務
（
主
に
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
作
業
）

●
応
募
資
格　

①
原
則
と
し
て
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
通
勤

可
能
な
方
（
町
外
の
方
で
も
応
募
は
可
能

で
す
が
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
町
内
の

方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

②
心
身
と
も
に
健
全
で
、
働
く
こ
と
に
意
欲

の
あ
る
方

③
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

が
で
き
る
方

●
賃
金　
日
額
５
８
０
０
円
（
通
勤
手
当
別

途
支
給
）

●
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
休
憩
時
間
…
正
午
～
午
後
１
時
の

１
時
間
、
休
日
…
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
）

●
そ
の
他　

　
▼
社
会
保
険
及
び
雇
用
保
険
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
▼
年
次
休
暇
は
条
件
を
満
た
し
た
段
階
で

付
与
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
「
中
山
町
臨
時
職
員
申
込
書

兼
履
歴
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

※
「
中
山
町
臨
時
職
員
申
込
書
兼
履
歴
書
」

は
建
設
課
下
水
道
管
財
Ｇ
（
役
場
２
階
事

務
室
内
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
tow

n.nakayam
a.yam

agata.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　
役
場
開
庁
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
（
郵
送
を
除
き
、
役
場
の

閉
庁
日
は
受
付
け
ま
せ
ん
。）

●
応
募
締
切　
11
月
28
日
（
金
）
午
後
５
時

（
期
限
厳
守
。
郵
送
に
よ
る
場
合
も
こ
の

期
日
・
時
間
ま
で
と
し
ま
す
。）

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
面

接
は
、
12
月
８
日
（
月
）
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。）

介
護
予
防
運
動
教
室
を　

ご
利
用
く
だ
さ
い

※
受
給
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

●
期
日
・
場
所　

　
▼
11
月
18
日
（
火
）
…
東
部
地
区
多
目
的

交
流
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ　

▼
11
月
27
日

（
木
）
…
文
新
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー　

▼
11
月
28
日
（
金
）
…
中
山
勤
労
文
化
セ

ン
タ
ー　
▼
12
月
２
日
（
火
）
…
総
合
体

育
館
会
議
室

※
い
ず
れ
の
会
場
も
、
町
内
の
方
で
あ
れ
ば
お

住
ま
い
の
地
区
関
係
な
く
参
加
で
き
ま
す
。

●
時
間
・
内
容

　
▼
午
後
１
時
30
分
～
２
時
…
介
護
予
防
講

話
（
講
師
…
町
保
健
師
）　

▼
午
後
２
時

～
３
時
…
介
護
予
防
運
動
実
技
指
導
（
講

師
…
㈱
ニ
チ
イ
学
館 

介
護
予
防
運
動
指

導
士　
川
田
敏
文
氏
）

●
対
象　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

●
参
加
費　
無
料　

●
服
装　
動
き
や
す
い
服
装

●
持
ち
物　
水
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
な
ど
。
※

11
月
28
日
と
12
月
２
日
に
参
加
す
る
方
は

内
ズ
ッ
ク
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

血
圧
相
談
を
希
望
す
る
方
は
午
後
１
時
ま

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　この事業は『中山町「やっ
てみっべ」活動支援補助金』
を活用して実施しています。

やってみっべ！
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山形空港 中山町民応援ＷＥＥＫのご案内山形空港 中山町民応援ＷＥＥＫのご案内山形空港 中山町民応援ＷＥＥＫのご案内
「山形～羽田便」「山形～名古屋便」のご利用に対し、往復５，０００円を助成します！

　山形空港利用拡大推進協議会では、山形空港の利用拡大のため「山形空港・市町村民応援ＷＥ
ＥＫ」を設定し、期間内の「山形～羽田便」「山形～名古屋便」の利用に対し、運賃助成を行います。

●対象期間　中山町は 12 月 15 日（月）～ 21 日（日）の７日間
　　　　　　※対象期間外でも助成対象となる場合があります。
　　　　　　　詳細はお問い合わせください。
●助成対象　期間内に「山形～羽田便」または「山形～名古屋便」
　　　　　　を利用の中山町民（先着 50 名）
●助成金額　往復5,000円／人（片道の場合2,500円／人）
●申込方法　事前に申込みが必要です（電話・メールにて受付け）。
　　　　　　航空便搭乗後 15 日以内に、「助成金交付申込書」に
　　　　　　利用済み航空券等を添付し交付申請をしてください。
●そ の 他　航空券の予約・支払は各自行ってください。
　　　　　　助成金は口座振替によりお支払いします。

※お申込み・お問い合わせ先
　総務企画課企画財政Ｇ
　☎６６２‐４２７１／mail:kikaku@town.nakayama.yamagata.jp

女性まつり参加者を募集します
　町女性団体連絡協議会では、２月11日開催の

「女性まつり」への参加者を募集しています。こ
の機会に日頃の活動を披露、紹介してみませんか。

●期日　平成27年２月11日（水）
●時間　午前９時～午後３時
●会場　中央公民館
●対象　
　中山町在住または中山町を中心に活動している
　個人や団体で、 
　▼会場で踊りや演奏などを発表・披露
　▼生産物・加工品などを販売
　▼フリーマーケットにて出店
　▼創作作品等を展示または販売
　▼体験コーナーでの指導等していただける方
　　を募集します（準備から後片づけまでご協力
　　いただけるようお願いします）。
●参加申込締切　12月22日（月）

※お申込み・お問い合わせ先
　中山町女性団体連絡協議会事務局（中央公民館内）
　☎６６２ - ２２３５

2015年版やまがた県民手帳
発売中です！

　スケジュール帳はもちろん、山形県の各
種統計資料、レジャー資料などもついた便
利な手帳です。ぜひお買い求めください。
　価格　１冊６００円（税込）
◆総務企画課（役場２階事務室）でお買い
　求めいただけます。

※お問い合わせ先
　総務企画課情報防災Ｇ ☎６６２- ４８９９

【
お
り
が
み
教
室
参
加
者
募
集
】

　
お
り
が
み
で
花
を
作
り
、
色
紙
に
飾
り
付

け
て
作
品
を
作
り
ま
す
。

●
期
日　
11
月
21
日
（
金
）

●
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
中
央
公
民
館
研
修
室

●
参
加
費　
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法　
参
加
費
を
添
え
て
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 　
　

  

☎
０
８
０
‐
６
０
４
５
‐
６
６
２
０

山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー    

フ
ァ
ー
ラ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

フ
ァ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

■
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　
場
所
は
、
い
ず
れ
も
山
形
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ー
ラ
（
５
階
視
聴
覚
室
）

に
な
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
で

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
親
子（
父
と
子
）思
い
出
づ
く
り
講
座（
冬
編
）】

☆
「
あ
か
り
ア
ー
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

●
日
時　
12
月
７
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

●
内
容　
紙
の
貼
り
重
ね
に
よ
っ
て
模
様
が

浮
き
出
て
く
る
“
あ
か
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
”

の
作
成

●
講
師　
東
北
文
教
大
学
人
間
科
学
部
子
ど

も
教
育
学
科
准
教
授　
河
合
規
仁
先
生

●
対
象
・
定
員　
小
学
生
と
父
（
ま
た
は
そ

の
他
の
保
護
者
）。
先
着
20
組
。

●
参
加
費　

親
子（
２
人
１
組
）で
５
０
０

円
。追
加
は
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０
０

円
。

【
女
性
学
講
座
】

☆
「
聖
母
・
魔
女
・
お
姫
様

　
　
　
　

 

―
西
洋
美
術
の
中
の
女
性
像
―
」

●
日
時　
12
月
13
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

●
講
師　
山
形
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授　
元
木
幸
一
氏

●
定
員　
先
着
30
名

●
参
加
費　
無
料

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山
形

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山
形　
　
　

　
　
　
　
　

  　
　
　

☎
６
６
５
‐
５
９
１
５

　
県
で
は
、
結
婚
や
出
産
、
育
児
な
ど
の
理

由
で
仕
事
を
辞
め
た
女
性
に
対
し
て
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
に
関
す
る
相
談
や
求
職
に

関
す
る
相
談
な
ど
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う

支
援
窓
口
「
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山

形
」
を
山
形
労
働
局
と
合
同
で
開
設
し
ま
し

た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
所
時
間　
▼
月
～
金
曜
日
…
午
前
９
時

30
分
～
午
後
６
時　
▼
土
曜
日
…
午
前
10

時
～
午
後
５
時

●
場
所　
山
形
テ
ル
サ
１
階
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
や
ま
が
た
内
（
山
形
市
双
葉
町
１

‐
２
‐
３
）

●
主
な
機
能　
▼
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
な

ど
に
関
す
る
相
談　
▼
求
職
に
関
す
る
相

談　
▼
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　
▼
相
談

中
や
採
用
面
接
時
等
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（http://

m
-job.yam

agata.jp/

）

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
】

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
が
、
地
域
の
要
支

援
世
帯
や
施
設
利
用
者
へ
の
支
援
等
の
た
め

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
世
帯
に
つ
き
３
０
０

円
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
募
金

は
任
意
で
す
が
、
計
画
的
な
事
業
推
進
の
た

め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
せ
ち
料
理
配
達
希
望
者
募
集
】

　
希
望
す
る
方
に
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員

手
作
り
の
お
せ
ち
料
理
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
配
達
日
時　
12
月
12
日
（
金
）
正
午
～
午

後
１
時
の
間
に
配
達
し
ま
す
の
で
、
留
守

に
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
（
不
在

の
場
合
は
食
中
毒
防
止
の
た
め
配
達
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
負
担
金
は
返
金
で
き
ま
せ

ん
）。

●
対
象　
75
歳
以
上
（
昭
和
15
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

●
負
担
金　
２
０
０
円

●
申
込
方
法　
11
月
21
日
（
金
）
ま
で
負
担

金
を
添
え
て
地
区
の
民
生
委
員
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【「
中
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
」
登
録
者

募
集
】

　
「
お
互
い
様
で
支
え
合
う
町
づ
く
り
」
の

た
め
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
で
き
る
こ
と
、

で
き
る
時
期
な
ど
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
（
地
方

消
費
税
含
む
）
の
税
率
は
８
％
で
す
。
平
成

26
年
分
（
平
成
26
年
４
月
１
日
を
含
む
課
税

期
間
）
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
帳
簿
等

に
お
い
て
、
課
税
取
引
を
適
用
税
率
ご
と
に

区
分
し
て
集
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
注
意
】

⑴
課
税
取
引
に
対
す
る
適
用
税
率
は
、
①
平

成
26
年
３
月
31
日
以
前
は
５
％
、
②
平
成

26
年
４
月
１
日
以
後
は
８
％
で
す
が
、
平

成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
取
引

で
あ
っ
て
も
、
経
過
措
置
に
よ
り
５
％
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑵
帳
簿
等
で
は
、
非
課
税
取
引
等
に
つ
い
て

も
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶
簡
易
課
税
制
度
が
適
用
さ
れ
る
事
業
者
は
、

課
税
売
上
高
の
み
か
ら
納
付
す
る
消
費
税

額
を
計
算
で
き
ま
す
の
で
、
課
税
仕
入
れ

（
仕
入
・
必
要
経
費
等
）
に
つ
い
て
適
用

税
率
ご
と
に
区
分
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
な
お
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
を
含
む
消
費

税
法
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
消
費
税
法
改
正
の
お
知

ら
せ
（
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関

係
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
主
の
平
成　
年
分

消
費
税
確
定
申
告
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
税
務
署　
　
☎
６
２
２
‐
１
６
１
１

26

25 24

お知らせ版

26.11.15 26.11.15



事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この日程でご都
合の悪い方はご連絡ください）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書

11/25（火）
９：00～10：00

11/25（火）
10：30～11：30

予防接種についての相談を行います。

保健福祉
センター
検診ホール

11/25（火）
10：30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行います。

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種
直接医療機関にお申し込みください。
●対　　象
　今まで高齢者肺炎球菌ワクチンを接種したことがなく、下記に該当する方
　①64歳以上で町から個人通知が届いている方
　②接種日において満60歳～64歳の町民で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に重度の障害を有する方（身

体障害者手帳１級所持者）およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能
な程度の障害を有する方

●助 成  額　４,０００円
●申込期間　平成27年２月28日（土）まで
●接種期間　平成27年３月31日（火）まで
◆詳しくは10月１日号お知らせ版をご覧ください。

県内では、10月28日に昨シーズンより早く集団発症事例の報告がありました（昨年は１月14日）。
インフルエンザの予防には、みんなの「かからない」、「うつさない」という気持ちが大切です。
手洗いでインフルエンザを予防して、かかったら、マスク等せきエチケットも忘れずに！

11/26（水）
直接会場に行く方
は13：30までお
越しください。

山形県成人病
検査センター
（寒河江市）

申し込んでまだ受診されていない方
子宮頸がん検診：20歳以上の女性
乳がん検診：40歳以上の女性
骨粗しょう症検診：40・45・50・55・60・65・70歳の女性
●持ち物　問診票・検診料金・国保加入者は保険証
※送迎バスはありません。
※今年度最終となります。

11/26（水）
３か月児

13：10集合
11か月児

13：00集合

平成25年12月・26年８月生まれの子どもと前回欠席の
子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、交換用おむつ、
　　　　　（11か月児は歯ブラシも）

12/４（木）
９：30集合

保健福祉
センター
２階和室

平成26年４月～６月生まれの子どもと前回欠席の子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と調理実習

大人の風しん予防接種費用助成について
大人の風しん抗体価検査および予防接種について費用助成しています（要件に該当する方）。希望する方は
町に申請が必要です。予防接種相談会にお越しください。都合がつかない場合は、事前にご連絡ください。

高齢者インフルエンザ予防接種（接種費用の助成があります）

直接医療機関にお申し込みください。
●対　　象　
　①接種日において満65歳以上の町民
　②接種日において満60歳～64歳の町民で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に重度の障害を有する方（身

体障害者手帳１級所持者）およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能
な程度の障害を有する方

●助 成  額　期間内に１回１,５００円
●申込期間　12月26日（金）まで
●接種期間　平成27年１月31日（土）まで
◆詳しくは10月１日号お知らせ版をご覧ください。

（接種費用の助成があります）

インフルエンザに注意しましょう！

母 子 手 帳 交 付

予防接種相談会

定 期 健 康 相 談

乳 児 健 診

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診

もぐもぐ
ごっくん教室

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

【
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
食
欲
の
秋
！
恋
実
り
の
秋
！　

　
　
　
　
～
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
＆
プ
チ
パ
ー
テ
ィ
～
】

　
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
が

た
（
☎
０
８
０
‐
８
２
１
５
‐
７
７
４
５
、

FAX
０
５
０
‐
３
７
３
０
‐
６
７
７
２
、

メ
ー
ル m

arisapo_ibento@
yahoo.

cp.jp

）　
②
11
月
22
日
（
土
）　
③
ヒ
ル

ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形　
④
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

プ
チ
パ
ー
テ
ィ
を
行
う
婚
活
イ
ベ
ン
ト
。

告
白
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
も
行
い
ま
す
。　

⑤
20
代
～
40
代
の

独
身
の
男
女
。
各
15
名　

⑥
▼
男
性
…

５
５
０
０
円　
▼
女
性
…
３
５
０
０
円　

な
お
定
員
を
上
回
る
場
合
、
11
月
８
日

（
土
）に
開
催
さ
れ
た
事
前
セ
ミ
ナ
ー「
魅

力
的
な
話
し
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
！
」
に
参

加
さ
れ
た
方
が
優
先
に
な
り
ま
す
。

【
ま
ち
の
保
健
室
の
ご
案
内
】

　
①
山
形
県
看
護
協
会
事
業
課
（
☎
６
８
５

‐
８
０
３
３
）　
②
11
月
26
日
（
水
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時　
③
ひ
ま
わ
り
温
泉

ゆ
・
ら
・
ら
ロ
ビ
ー　
④
健
康
相
談
、
血

圧
・
体
脂
肪
・
血
管
年
齢
・
骨
密
度
測
定

等　
⑥
無
料　
⑦
不
要

【
山
形
あ
づ
ま
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　

 

～
ふ
る
さ
と
元
気
祭
～
】

　

①
山
形
県
青
年
の
家
（
☎
６
５
４
‐

４
５
４
５
）　
②
11
月
29
日
（
土
）
午
前

11
時
～
午
後
４
時　
③
甑
葉
プ
ラ
ザ　
④

県
内
青
年
団
体
が
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
特
産
品
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
介
護
講
座
】

　
①
県
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
２
７
‐

７
４
３
１
、
FAX
６
２
７
‐
７
４
３
３
）　

②
・
④
▼
12
月
３
日
（
水
）
午
後
１
時

～
３
時
…
自
主
提
案
講
座
『
床
ず
れ
の

予
防
と
効
果
的
な
ス
キ
ン
ケ
ア
実
践
編
』 

▼
12
月
10
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
…

介
護
予
防
講
座
『
体
験
し
て
み
よ
う
！

生
活
に
役
立
つ
福
祉
用
具
』　

▼
12
月
17

日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
…
介
護
予
防

講
座
『
ロ
コ
モ
に
負
け
な
い
！
自
分
の
身

体
は
自
分
で
守
る
。
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
』
※
飲
み
物
や
タ
オ
ル
等
を
持
参

し
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　
▼
12
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
～

２
時
30
分
…
福
祉
用
具
ま
な
び
会
『
正
し

い
使
い
方
し
て
ま
す
か
？
移
動
用
具
の
選

び
方
使
い
方
あ
れ
こ
れ
』　
③
山
形
県
介

護
学
習
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
小
白
川
町
二

丁
目
３
‐
30
）　
⑤
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
。
定
員
30
名
（
福
祉
用

具
ま
な
び
会
は
20
名
）。　
⑥
無
料　
⑦
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
任
意
様
式
）
で
、
講

座
ご
と
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
「
山
形
e

申
請
」
を
使
っ
て
受
講
申
込
み
が
で
き
ま

【
近
隣
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
耳
よ
り
情
報
】

☆
蔵
王
樹
氷
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
山
形
市
）

　

①
蔵
王
温
泉
観
光
協
会
案
内
所
（
☎

６
９
４
‐
９
３
２
８
）
②
12
月
下
旬
～
平

成
27
年
２
月
下
旬
（
50
日
間
）　
③
蔵
王

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
線
お
よ
び
地
蔵
山
頂

駅
付
近　
④
蔵
王
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
山
麓

線
、
山
頂
線
を
乗
り
継
ぎ
、
静
寂
で
漆
黒

の
闇
の
中
に
色
彩
豊
か
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
浮
か
び
あ
が
る
樹
氷
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

☆
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ン
上
山
城（
上
山
市
）

　

①
公
益
財
団
法
人
上
山
城
郷
土
資
料
館

（
☎
６
７
３
‐
３
６
６
０
）　
②
12
月
13
日

（
土
）
午
後
３
時
～　
③
上
山
城　
④
城

門
前
広
場
に
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点
灯
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
等
の
エ
コ
活
動
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
で
キ
ャ
ン
ド
ル

に
灯
さ
れ
る
冬
の
夜
の
ひ
と
時
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

☆
高
松
観
音
裸
餅
つ
き
（
上
山
市
）

　

①
高
松
光
明
院
（
☎
６
７
２
‐

０
４
４
０
）　
②
12
月
14
日
（
日
）
午
前

９
時
～　
③
上
山
市
高
松
集
会
セ
ン
タ
ー

④
豊
作
に
感
謝
し
、
無
病
息
災
、
家
内
安

全
を
祈
る
年
越
し
の
餅
つ
き
と
し
て
伝
え

ら
れ
、
つ
き
あ
げ
た
餅
を
千
本
杵
で
空
中

高
く
さ
し
あ
げ
る
上
山
市
の
無
形
文
化
財

で
す
。
ミ
ズ
ナ
ラ
で
で
き
た
杵
を
手
に
し

た
男
性
が
、
歌
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
勇
壮

【
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
】

　
①
シ
ニ
ア
趣
味
の
会
事
務
局 

池
田
（
☎

６
６
２
‐
６
６
２
０
）　
②
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～　
③
中
央
公
民
館　
④

中
山
町
で
推
奨
し
て
い
る
介
護
予
防
体
操

【
母
子
家
庭
の
母
対
象　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
】

　
①
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
☎
６
３
３

‐
０
９
６
２
、
FAX
６
３
３
‐
０
９
６
１
、

メ
ー
ル info@

y-boshi.com

）　
②
12

月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
～
９
時　
③
山

形
七
日
町
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル　
⑤
男
女

各
15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）　

▼

男
性
…
独
身
の
方（
父
子
世
帯
の
父
含
む
）

▼
女
性
…
母
子
家
庭
の
母　
⑥
▼
男
性
…

５
５
０
０
円　
▼
女
性
…
３
５
０
０
円

す
。

に
行
う
威
勢
の
よ
い
裸
餅
つ
き
を
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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